
『
十
年
間
隔
言
語
地
図
』
を
用
い
た
「
言
語
地
図
年
代
学
」
の
発
見

江
　
端
　
義
　
夫

さ
れ
へ
　
そ
の
都
度
、
言
語
地
図
が
作
成
さ
れ
た
。

I
'
は
　
じ
　
め
　
に

-

'

1

4

　

日

　

的

本
研
究
は
、
十
年
間
隔
言
語
地
図
を
用
い
て
地
理
言
語
学
の
新
し
い
方
法
を

開
発
し
r
u
n
口
語
地
図
年
代
学
」
と
で
も
言
え
る
研
究
方
法
の
確
立
を
目
指
し
た

実
証
的
研
究
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
事
例
と
し
て
推
量
表
現
「
あ
し
た
は
晴
れ

る
だ
ろ
う
」
　
の
方
言
地
図
を
使
用
す
る
。

結
論
と
し
て
、
日
本
語
史
上
も
中
性
の
「
開
合
の
別
」
は
江
戸
期
に
混
同
し

て
衰
滅
し
た
と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
'
現
代
方
言
史
の
世
界
で
は
'
日
本
列
島
上

に
「
開
合
の
交
叉
性
分
布
」
が
見
ら
れ
'
さ
ら
に
'
「
開
音
」
の
分
布
は
中
部

日
本
で
拡
大
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
日
本
語
史
上
の
注
目
す
べ
き
新

事
実
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

i
-
>
 
"
c
¥
T
　
資
　
料

本
研
究
で
は
'
以
下
の
8
枚
の
方
言
地
図
を
使
用
す
る
ー
-
H
O
>
l
O
(
D
年
か
ら

o
J
O
O
t
D
年
ま
で
の
四
十
年
間
に
'
約
1
0
年
間
隔
で
七
回
の
方
言
調
査
が
実
施

第
1
図
　
愛
知
県
言
語
地
図

0
-
i
-
I
O
}
t
-
-
i
-
c
年
'

第
2
図
　
愛
知
県
言
語
地
図

0
-
f
-
<
O
l
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-
t
-
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年
、

第
3
図
　
中
部
日
本
言
語
地
図

老
年
層
　
i
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i
C
T
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t
」
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-
1
O
t
D
O
O
、
1
9
7

臨
地
調
査
、
7
9
地
点

少
年
層
-
-
1
0
^
t
D
t
O
-
^
-
K
J
i
<
S
>
O
O
t
1
9
7

臨
地
調
査
'
7
9
地
点

老
年
層
　
i
-
H
O
I
C
-
^
0
-
サ
ー
H
C
T
>
0
-
t
*
-
'
1
9

t
>
-
t
-
　
r
-
1
C
T
i
l
>
-
0
0
年
'

第
4
図
　
中
部
日
本
言
語
地
図

地
調
査
、
1
4
1
地
点

臨
地
調
査
'
1
6
7
地
点

少
年
層
　
i
-
h
O
I
O
O
O
l
-
i
-
H
C
T
I
O
<
-
H
年
も
臨

第
5
図
　
中
部
日
本
言
語
地
図
Ⅱ
'
成
人
男
女
t
 
i
-
i
C
T
I
O
-
^
年
、
通
信
依
頼

実
地
調
査
へ
　
2
7
2
地
点

第
6
図
　
日
本
列
島
言
語
地
図
　
成
人
男
女
、
C
N
J
O
O
I
0
年
、
通
信
調
査
、

5

0

7

地

点

第
7
図
　
日
本
列
島
言
語
地
図
　
少
年
層
、
o
q
o
O
L
O
-
c
o
o
o
t
0
年
'
通

信
依
頼
実
地
調
査
、
2
5
2
地
点

第
8
図
　
絵
合
図



i
-
i
"
C
O
*
　
質
問
文

「
あ
し
た
は
晴
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
を
'
土
地
こ
と
ば
で
ど
う
言
い
ま

す
か
。
」
こ
の
質
問
文
は
、
空
模
様
を
眺
め
て
'
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
だ
ろ
う
」
と
推

量
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
自
然
現
象
を
表
す
動
詞
の
「
晴
れ
る
」
に

「
だ
ろ
う
」
が
接
続
す
る
。
「
意
志
」
や
「
勧
誘
」
を
表
す
助
動
詞
の
「
う
」

(
む
)
と
は
文
脈
上
の
意
味
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
'
推
量
の
意
味
を
質
問

し
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
の
で
'
「
だ
ろ
う
」
に
つ
い
て
の
回
答
に
は
'
誤
答

が
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ⅱ
'
言
語
地
図
間
の
比
較
を
通
し
て
、
言
語
変
化
を
考
察

す
る
。

e
=
j
"
y
-
 
'
第
1
図
と
第
2
図
と
の
比
較
-
r
-
O
O
I
D
C
D
-
.
-
0
>
U
3
0
0
へ
　
1
9
7

0
-
v
-
o
>
r
^
サ
ー
年
へ
老
年
層
と
少
年
層
の
比
較

第
l
図
と
第
2
図
で
は
、
老
年
層
と
少
年
層
と
の
間
に
、
大
体
5
0
年
の
年
齢

差
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
調
査
日
が
同
じ
で
も
、
世
代
差
に
よ
っ
て
方
言
は

確
実
に
推
移
し
て
い
-
様
が
見
て
と
れ
る
。

第
1
図
に
は
、
三
本
の
境
界
線
が
見
え
る
。
境
界
線
①
は
、
～
ヤ
ロ
ー
と
～

ダ
ラ
ー
の
境
界
線
で
あ
る
。

(
ダ
ラ
ー
)
の
用
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
o

長
呼
形
の
「
ダ
ラ
ー
」
と
短
呼
形
の
「
ダ
ラ
」
と
の
2
つ
が
あ
る
。
こ
れ
は
'

「
～
で
あ
ら
う
」
が
つ
づ
ま
っ
て
'
「
ダ
ラ
ー
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ダ
ラ
ー
」
は
お
も
に
'
体
言
・
用
言
に
承
接
す
る
。
こ
の
ほ
か
'
助
動
詞
・

副
詞
・
助
詞
に
も
承
接
し
て
'
広
義
の
推
量
表
現
を
つ
-
る
。

愛知LR言語地図　LINGUISTICATLASOFAICHIPREFECTURE
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「
ダ
ラ
ー
」
　
の
表
現
機
能
は
'
単
純
な
想
像
・
推
測
・
推
量
よ
り
も
'
確
実

な
推
察
・
推
定
・
確
認
・
同
意
要
求
の
方
が
多
い
。
実
例
は
'
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

ま
ず
'
人
の
立
場
を
推
察
し
て
、
「
ダ
ラ
ー
」
と
言
う
。

○
ワ
勅
キ
刊
モ
　
引
イ
ダ
ラ
ー
ケ
ド
モ
　
刃
-
。
悪
気
で
も
な
い
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
ね
え
。
老
女
1
中
女
、
愛
知
県
渥
美
郡
赤
羽
根
町
西
瀬
古
　
1
9

6
5

0
羽
山
~
-
ダ
イ
ノ
　
ウ
チ
ニ
刊
タ
ダ
ラ
I
.
十
代
の
う
ち
に
も
(
村
を
)

出
た
だ
ろ
う
。
老
女
も
愛
知
県
南
設
楽
郡
鳳
来
町
本
郷
　
-
0
5
t
>
-
t
」
>

他
方
へ
　
推
察
し
た
内
容
を
相
手
に
も
ち
か
け
、
確
認
す
る
表
現
も
多
い
。

○
ノ
ー
キ
ョ
-
　
ホ
ン
イ
ダ
ラ
ー
　
ノ
ー
。
農
協
本
意
だ
ろ
う
ね
え
。
老
男

1
筆
者
、
愛
知
県
渥
美
郡
赤
羽
根
町
　
-
O
>
^
o
i
O

o
カ
.
n
.
チ
ユ
ー
　
モ
ン
ダ
ロ
O
外
〓
ダ
到
.
蟹
と
言
う
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う

で
し
ょ
?
中
男
1
中
男
、
愛
知
県
知
多
市
南
柏
谷
　
i
-
H
o
i
t
D
i
n

o
刊
ダ
到
I
o
そ
う
で
し
ょ
う
?
老
女
、
愛
知
県
東
加
茂
郡
足
助
町
　
-

9
7
6

「
ダ
ラ
ー
」
　
に
は
、
比
較
的
自
由
な
承
接
法
が
認
め
ら
れ
る
。
表
現
機
能
に

関
し
て
は
'
推
察
や
確
認
を
中
心
に
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

(
ダ
ラ
ー
ズ
)
の
用
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ダ
ラ
ー
ズ
」
と
同
様
の
事
象
に
は
'
長
音
が
脱
落
し
た
「
ダ
ラ
ズ
」
'
さ
ら

に
短
縮
し
た
「
ダ
ズ
」
、
古
形
を
保
つ
「
ダ
ラ
ス
」
な
ど
が
あ
る
。
「
ダ
ラ
ー
ズ
」

の
出
自
は
'
「
～
で
あ
ら
う
ず
」
と
さ
れ
よ
う
。
承
接
の
し
か
た
は
、
「
ダ
ラ
ー
」

の
と
同
じ
で
あ
る
。

○
マ
-
　
ナ
カ
ラ
ー
ズ
。
も
う
無
い
で
あ
ろ
う
。
中
男
1
筆
者
'
愛
知
県
知

愛知児言語地図
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多
市
南
柏
谷
　
i
H
O
^
o
i
n

○
有
マ
ワ
　
ワ
引
　
可
ノ
ワ
　
刃
イ
ダ
到
-
ズ
。
今
は
、
「
わ
て
つ

と
い
う
も
の
は
無
い
だ
ろ
う
よ
。
老
男
1
筆
者
、
愛
知
県
知
多
市
南
粕
谷

-
-
i
c
n
t
o
i
n

自
分
の
推
量
に
'
確
信
を
持
っ
た
表
現
に
'
「
ダ
ラ
ー
ズ
」
が
よ
-
使
わ
れ
る
。

○
サ
ゾ
　
オ
モ
ワ
セ
ル
ダ
ラ
ー
ズ
。
コ
ン
ナ
　
ト
コ
エ
　
コ
ニ
ヤ
　
ヨ
カ
ッ

タ
こ
。
さ
ぞ
か
し
お
思
い
に
な
る
だ
ろ
う
よ
。
こ
ん
な
所
へ
来
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
に
と
。
老
男
1
筆
者
、
愛
知
県
知
多
市
南
柏
谷
　
-
o
I
O
^
1

0
刊
リ
　
ハ
到
ガ
　
へ
ッ
列
ダ
到
-
ズ
.
(
赤
ん
坊
)
は
、
も
う
お
腹
が
す

い
た
だ
ろ
う
よ
。
初
老
女
1
中
女
も
愛
知
県
知
多
市
南
柏
谷
　
i
-
i
C
^
t
O
t
O

そ
れ
ゆ
え
、
「
ダ
ラ
ー
」
　
の
文
ア
ク
セ
ン
-
は
'
上
昇
調
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
も
'
「
ダ
ラ
ー
ズ
」
　
の
は
、
下
降
調
が
多
い
。

ま
た
、
「
ダ
ラ
ー
ズ
」
に
は
'
上
例
以
外
に
'
相
手
に
反
接
し
た
り
、
念
を

押
し
た
り
す
る
機
能
が
あ
る
。

○
ナ
-
ニ
ガ
　
ヤ
ワ
コ
カ
ラ
ー
ズ
。
何
が
　
(
ご
は
ん
が
)
　
柔
ら
か
い
こ
と
が

あ
-
ま
し
ょ
う
か
。
初
老
女
1
初
老
女
'
愛
知
県
知
多
市
南
粕
谷
　
1
9

6
6

つ
ぎ
に
、
「
ダ
ラ
ス
」
は
'
逆
接
の
接
続
助
詞
「
ケ
ド
」
が
承
接
し
て
'
「
～

ダ
ラ
ス
ケ
ド
-
-
」
と
な
り
'
推
量
を
娩
曲
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
マ
イ
リ
こ
　
キ
テ
　
ク
レ
ル
ダ
ラ
ス
ケ
ド
　
ナ
ン
。
参
拝
に
来
て
く
れ
る

だ
ろ
う
け
ど
ね
。
老
女
1
筆
者
'
愛
知
県
知
多
市
南
柏
谷
.
-
H
O
x
O
C
O

o
モ
ッ
.
i
、
オ
ヨ
可
-
　
ワ
刺
ル
ダ
ラ
ス
ケ
ド
モ
-
.
.
.
-
″
も
っ
こ

(
春
)
〃
'
お
前
に
は
わ
か
る
だ
ろ
う
が
.
.
.
-
老
男
1
筆
者
'
愛
知
県
知
多

市
南
粕
谷
　
i
-
<
C
T
i
<
」
>
l
O

「
ダ
ズ
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

○
ソ
山
.
f
T
　
料
I
デ
モ
　
イ
ー
-
　
ヨ
-
ナ
　
モ
カ
ダ
耳
o
そ
れ
は
'
ど
う
で

も
い
い
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
老
男
1
筆
者
、
長
野
県
小
県
郡
和
田
村
字

上
和
田
　
>
-
"
c
D
t
-
-
^

さ
て
'
こ
の
境
界
線
①
は
'
第
1
図
と
第
2
図
と
で
、
全
く
微
動
だ
に
し
て

い
な
い
。
同
じ
で
あ
る
。

境
界
線
②
の
～
ズ
ラ
は
'
老
年
層
で
も
愛
知
県
の
中
部
と
東
部
と
で
盛
ん
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
'
第
2
図
の
少
年
層
で
は
、
そ
の
分
布
が
衰
退
し

て
'
島
映
部
と
県
境
と
に
引
き
裂
か
れ
て
位
置
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

境
界
線
③
の
～
ラ
は
'
分
布
が
東
側
か
ら
西
側
に
領
域
を
広
げ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
境
界
線
③
は
'
少
年
層
で
分
布
が
西
方
に
拡
大
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
共
通
語
化
で
は
な
い
。

E
a
"
<
m
'
第
1
図
と
第
3
図
と
の
比
較
-
老
年
層
に
お
け
る
i
-
O
>
l
」
>
{
」
>
年
と

r
-
a
^
r
-
-
c
0
年
と
の
比
較

第
3
図
は
、
中
部
日
本
全
域
の
老
年
層
を
臨
地
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
第

1
図
と
第
3
図
と
の
間
に
は
'
1
0
年
の
開
き
が
あ
る
。
高
度
成
長
期
の
1
0
年
は

言
語
変
化
に
も
大
き
い
変
革
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
予
測

は
外
れ
た
。

愛
知
県
地
方
に
つ
い
て
、
第
1
図
と
第
3
図
と
を
比
較
し
て
み
て
も
、
老
年

層
に
お
け
る
方
言
分
布
に
大
き
な
差
違
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
故
だ
ろ
う
か
。

多
分
'
老
年
層
に
お
い
て
は
'
仮
に
世
の
中
が
大
き
く
変
革
し
て
も
'
1
0
年
の

経
過
-
ら
い
で
、
彼
ら
の
言
語
生
活
が
大
き
-
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
老
年
層
を
1
0
年
間
隔
で
追
い
か
け
て
も
彼
ら
の
言
語
生
活
は
安
定



し
て
い
る
の
で
あ
り
へ
質
の
変
化
が
大
き
-
転
換
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

w
"
c
o
"
第
3
図
と
第
-
図
と
の
比
較
-
老
年
層
と
少
年
層
と
を
1
 
3
年
後
に

比
較

第
3
図
の
老
年
層
と
第
4
図
の
少
年
層
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

①
注
目
さ
れ
る
の
は
'
～
ラ
ー
の
言
い
方
が
第
4
図

○
ア
シ
タ
ー
　
ア
メ
ズ
ラ
　
ナ
-
シ
。
明
日
は
雨
で
し
ょ
う
ね
え
。
(
老
女
)

長
野
県
木
曽
郡
山
口
相
馬
篭
　
<
-
I
C
T
l
t
-
-
"
^

二
つ
に
'
事
の
断
定
さ
を
さ
し
ひ
か
え
、
娩
曲
ぎ
み
に
表
現
す
る
ば
あ
い
が

あ
る
。○
可
-
チ
ョ
-
ズ
ラ
　
T
日
。
盲
腸
炎
だ
ろ
う
よ
。
(
中
男
1
老
女
)
長
野

県
木
曽
郡
楢
川
村
字
賀
川
　
-
f
f
i
f
-
^

で
増
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
～
ラ
ー
の
言
い
方
の
中
核

地
域
は
'
静
岡
県
も
山
梨
県
で
あ
る
。
そ
れ
が
'
長
野

県
地
方
や
愛
知
県
地
方
へ
と
'
分
布
領
域
を
拡
大
し
て

い
る
。
第
3
回
で
静
岡
も
山
梨
も
長
野
に
色
濃
く
分
布

し
て
い
た
～
ズ
ラ
は
'
第
4
図
で
殆
ど
消
え
た
。
-
ズ

ラ
が
-
ラ
に
変
化
し
た
。

(
ズ
ラ
)
の
用
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ズ
ラ
」
と
「
ズ
ラ
ー
」
の
う
ち
、
短
呼
形
「
ズ
ラ
」

の
ほ
う
が
、
よ
-
使
わ
れ
る
。
「
ズ
ラ
」
は
'
お
も
に
、

体
言
'
用
言
に
承
接
す
る
。
そ
の
ほ
か
'
副
詞
や
助
動

詞
や
助
詞
な
ど
に
も
承
接
す
る
。

「
ズ
ラ
」
　
の
表
現
機
能
は
、
多
様
で
あ
る
。
一
つ
に
も

現
前
の
空
模
様
を
把
提
し
て
、
自
信
あ
り
げ
に
表
現
す

る
ば
あ
い
が
あ
る
。

○
ア
叫
列
り
　
刊
メ
ズ
ラ
　
引
。
あ
し
た
は
'
お
そ

ら
-
雨
だ
ろ
う
ね
。
(
老
女
)
長
野
県
上
伊
那
郡
箕

輪町　<-<O}i--cr>

-　5　-



○
ソ
刊
　
ア
ー
ル
。
列
ル
ズ
ラ
ー
。
そ
れ
は

(
き
っ
と
)
あ
る
。
あ
る
だ
ろ
う
。
老
男
、
長
野

県
木
曽
郡
山
口
相
馬
篭
-
H
O
l
t
-
^
J
"

三
つ
に
'
「
ズ
ラ
」
に
は
'
相
手
に
問
い
か
け
、
念

を
押
し
、
肯
定
の
返
事
を
期
待
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

○
オ
労
可
ズ
到
.
お
じ
さ
ん
も
(
バ
ス
で
来
る

ん
)
　
で
し
ょ
?
老
女
1
中
男
'
山
梨
県
南
都
留
郡

河
口
湖
町
大
石
　
-
O
I
M
O

o
イ
列
ニ
オ
ル
　
ヤ
ツ
ズ
到
.
(
ザ
リ
ガ
ニ
の
絵
を

見
て
)
池
に
居
る
や
つ
で
し
ょ
?
老
男
1
筆
者
へ
愛

知
県
豊
田
市
植
田
町
　
i
-
i
Q
O
l
f
l

四
つ
に
'
相
手
(
聞
き
手
)
　
が
返
答
し
て
-
れ
る
の

を
期
待
し
'
話
者
が
自
問
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

○
可
-
チ
ョ
-
ナ
ン
テ
　
シ
列
外
ン
ズ
ラ
こ
。
盲
腸

炎
な
ん
て
'
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ろ
う
に
ね
。

老
男
、
長
野
県
木
曽
郡
楢
川
村
字
賢
川
　
1
9
7

4

-　6　-

○
ケ
サ
オ
カ
ヨ
リ
　
シ
タ
ズ
ラ
　
カ
ー
。
け
さ
お
か

(
人
名
)
　
よ
-
も
年
下
だ
ろ
う
か
?
老
女
1
老
女
'
山
梨
県
中
巨
摩
郡
芦

安
村
小
曽
利
　
i
-
I
O
5
t
>
-
t
」
>

(
ラ
〉
の
用
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ラ
(
ラ
ー
)
」
は
'
ふ
つ
う
'
動
詞
に
承
接
す
る
。
こ
の
ほ
か
'
形
容
詞
、

助
動
詞
に
も
承
接
す
る
。
「
ラ
」
　
の
承
接
法
の
帽
は
、
「
ズ
ラ
」
　
の
よ
り
も
狭
い
。

「
ラ
」
は
古
語
の
助
動
詞
「
ら
む
」
が
'
「
ら
む
」
)
「
ら
ん
」
)
「
ら
う
」
)

「
ら
-
」
　
の
変
化
を
経
て
、
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ラ
」
に
は
'
お
お
よ
そ
四
つ
の
表
現
機
能
が
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
、
つ
つ

ま
し
い
娩
曲
の
推
量
表
現
を
形
成
す
る
ば
あ
い
で
あ
る
.
こ
れ
は
'
以
下
の
よ

う
に
「
ズ
ラ
」
　
の
と
比
較
す
る
と
'
用
法
の
差
が
明
瞭
で
あ
る
。

○
マ
タ
　
オ
ル
ジ
ャ
　
利
-
ラ
　
カ
利
-
。
ま
た
'
雨
が
降
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
ね
え
。
老
女
、
山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
大
門
町
.
-
H
C
D
C
-
I
O
(
娩



曲
的
)

○
ア
メ
ガ
　
フ
引
外
-
ズ
到
0
両
が
降
り
そ
う
だ
ろ
う
。
中
女
1
老
女
'
静

岡
県
田
方
郡
修
善
寺
町
紙
谷
　
r
-
H
O
l
t
-
-
(
D
(
直
裁
的
)

二
つ
め
に
、
「
ラ
」
は
'
眼
前
の
事
物
'
人
間
、
動
物
の
存
否
(
在
る
・
無

い
・
居
る
・
居
な
い
)
を
確
か
め
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

○
ク
引
剰
　
ソ
n
n
　
刊
ル
到
。
カ
メ
　
シ
ー
O
薬
が
そ
こ
に
あ
る
で

し
ょ
。
飲
め
よ
。
老
女
'
山
梨
県
東
山
梨
郡
牧
丘
町
窪
平
-
H
O
l
t
-
t
O

o
ト
寸
~
〓
日
　
刊
イ
ラ
1
0
ト
マ
ト
は
な
い
だ
ケ
つ
?
中
男
1
老
男
、
愛
知
県

渥
美
郡
赤
羽
根
町
　
r
-
I
O
}
<
」
>
L
O

o
刊
ン
.
ウ
刊
-
列
ル
　
ツ
モ
リ
デ
　
刺
ル
l
t
N
-
-
う
ん
。
家
へ
帰
っ
て

来
る
つ
も
り
で
い
る
ん
だ
ろ
う
。
老
女
1
息
子
'
長
野
県
木
曽
郡
山
口
相

馬
篭
　
i
-
1
O
l
t
-
-
*

○
ム
刺
シ
ノ
　
ト
モ
ダ
チ
ガ
　
イ
の
)
h
-
-
昔
か
ら
の
友
達
が
居
る
の
で

し
ょ
う
。
老
女
1
中
女
'
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
大
潮
　
i
-
H
O
t
>
<
」
>

三
つ
め
に
も
　
「
ラ
」
　
に
は
'
聞
き
手
に
対
し
て
'
肯
定
の
あ
い
づ
ち
を
期
待

す
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

○
シ
ッ
刊
叫
到
.
ヨ
列
　
外
ミ
チ
ヤ
。
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
?
雑
貨

屋
の
フ
ミ
ち
ゃ
ん
o
老
男
1
中
男
も
長
野
県
木
曽
郡
楢
川
柑
字
繁
川
　
1

9
7
4

0
シ
ッ
〓
ラ
　
廿
~
月
刊
-
。
知
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
中
男
1
筆
者
、

静
岡
県
湖
西
市
湖
市
町
自
須
賀
　
i
h
o
^
o
l
o

o
ワ
ッ
刺
ヤ
ビ
ン
到
。
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
?
老
女
1
筆
者
、
愛

知
県
渥
美
郡
渥
美
町
中
山
字
北
郷
・
-
I
O
H
D
I
O

四
つ
め
に
'
「
ラ
」
に
は
'
独
白
的
な
自
問
の
推
量
表
現
を
す
る
ば
あ
い
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
概
し
て
形
容
詞
が
関
与
し
て
い
る
。

○
列
不
シ
ラ
　
バ
刊
引
ラ
ー
。
あ
あ
い
う
衆
は
'
(
免
許
を
取
る
の
が
)
早

い
に
ち
が
い
な
い
。
老
男
1
老
男
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
高
根
町
　
1
9
7

3
0
不
可
ケ
ン
ダ
カ
ラ
　
有
-
ラ
。
(
古
い
家
は
)
　
l
軒
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
.

老
女
'
山
梨
県
東
山
梨
郡
勝
沼
町
　
i
-
I
O
5
C
-
!
X
>

「
ズ
ラ
」
と
「
ラ
」
と
の
表
現
機
能
を
比
較
す
る
と
'
ひ
と
ま
ず
'
よ
-
似

て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
両
者
の
相
違
点
は
'
「
ズ
ラ
」
が
、
未
来
的
、
抽
象

的
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
推
量
が
特
色
で
あ
る
の
に
対
し
'
「
ラ
」
は
'
概
し

て
現
実
的
、
具
象
的
存
在
に
つ
い
て
の
確
認
推
量
が
特
色
で
あ
る
、
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。

②
第
3
図
で
、
古
い
語
形
の
～
ダ
ラ
ー
ズ
が
僅
か
に
見
ら
れ
た
。
も
と
も
と
、

こ
れ
は
、
「
～
で
あ
ら
む
と
す
」
が
「
～
で
あ
ら
む
ず
」
に
な
り
、
「
～
ダ
ラ
ー

ズ
」
に
転
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
第
3
図
で
、
長
野
県
北
部
と
愛
知
県
周
辺
に

残
存
し
た
け
れ
ど
も
、
第
4
図
で
は
'
消
え
て
し
ま
っ
た
。
古
め
か
し
い
　
「
む

ず
」
は
少
年
層
に
馴
染
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
「
む
ず
」
は
無
-
な
っ
た
け
れ

ど
も
も
　
「
ダ
ラ
ー
」
が
残
っ
た
。
少
年
層
は
'
「
ダ
ラ
ー
」
　
に
違
和
感
を
抱
い
て

い
な
い
。
老
年
層
が
「
～
ズ
ラ
」
を
好
み
'
少
年
層
が
「
～
ダ
ラ
ー
」
を
好
む
。

「
～
ズ
ラ
」
は
消
え
て
「
～
ダ
ラ
ー
」
に
変
わ
っ
て
い
-
の
で
あ
る
。
こ
の

「
～
ダ
ラ
ー
」
も
次
第
に
「
～
ダ
」
を
除
い
て
「
～
ラ
」
　
へ
と
交
替
し
て
い
-

傾
向
が
見
え
る
。

③
第
3
図
で
も
第
4
図
で
も
'
共
に
も
共
通
語
の
「
～
だ
ろ
う
」
　
の
分
布
は

少
な
い
。
彼
ら
が
普
通
に
使
用
す
る
の
は
'
土
地
の
方
言
的
な
言
い
方
で
あ
る
。

共
通
語
の
「
～
だ
ろ
う
」
は
'
書
き
言
葉
と
し
て
理
解
し
て
い
て
も
'
話
し
言



葉
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
。

④
第
3
図
も
第
4
図
も
、
共
に
'
北
陸
地
方
の
新
潟
県
か
ら
富
山
県
に
か
け

て
「
～
ロ
ー
」
が
分
布
し
て
い
る
。
「
ら
む
」
に
由
来
す
る
古
語
だ
け
れ
ど
も
'

分
布
量
は
減
っ
て
い
な
い
。

(
ロ
ー
)
の
用
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ロ
ー
」
は
'
岐
阜
県
下
と
新
潟
県
下
と
で
'
よ
-
聞
か
れ
る
。
「
ロ
ー
」
の

出
自
は
'
「
ら
む
」
>
「
ら
ん
」
>
「
ら
う
」
>
「
ろ
-
」
と
た
ど
ら
れ
る
。
現

在
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
推
量
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。

○
カ
ゼ
刺
　
フ
ク
列
-
ツ
山
.
T
T
ク
イ
ロ
日
。
風
が
吹
-
か
ら
、
(
魚
が
)

釣
れ
に
-
い
で
し
ょ
?
中
女
1
初
老
男
、
岐
阜
県
吉
城
郡
富
川
村
杉
原

・
-
I
O
i
t
-
ォ
5

o
コ
刊
　
ス
羽
ガ
　
ア
ル
ロ
ー
o
ス
羽
ガ
o
こ
こ
の
(
店
に
)
は
'
寿
司

が
　
(
売
っ
て
)
あ
る
だ
ろ
う
。
寿
司
が
。
中
男
1
中
男
へ
岐
阜
県
吉
城
郡

宮
川
村
杉
原
　
i
-
<
G
)
¥
>
-
t
」
)

○
ノ
目
刺
珂
ス
ノ
　
バ
外
ガ
　
ア
ル
叫
-
。
濃
城
バ
ス
(
車
庫
)
の
(
傍
に
)

橋
が
あ
る
だ
ろ
う
?
中
男
1
筆
者
、
岐
阜
県
吉
城
郡
神
岡
町
東
雲
　
1
9

7
6

0
月
マ
　
カ
ム
　
刺
し
の
マ
　
タ
ベ
ル
n
-
-
飲
み
物
(
牛
乳
)
を
飲
む

ね
。
牛
乳
を
飲
む
で
し
ょ
?
老
女
1
幼
女
'
新
潟
県
新
潟
市
横
尾
　
1
9

7
6

以
上
'
「
ロ
ー
」
は
'
初
対
面
の
人
'
年
上
の
人
、
同
僚
も
子
ど
も
へ
の
も

の
言
い
に
認
め
ら
れ
る
。
や
さ
し
み
、
親
愛
の
情
が
醸
成
さ
れ
て
も
い
よ
う
。

「
ロ
ー
」
が
'
指
定
の
助
動
詞
を
介
さ
ず
に
'
単
独
で
、
用
言
の
言
い
切
り

の
形
に
承
接
し
て
、
推
量
表
現
を
形
成
す
る
の
は
'
上
述
の
諸
事
象
に
比
し
て
'

特
異
で
あ
る
。

⑤
突
然
変
異
と
見
て
良
い
も
の
に
も
山
梨
県
の
「
バ
レ
ル
レ
」
が
あ
る
。
一

地
点
だ
け
の
特
異
な
語
形
で
あ
る
。
発
想
法
の
優
れ
た
少
年
が
創
造
し
た
言
い

方
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
-
「
晴
れ
る
ラ
」
が
あ
り
も
「
晴
れ
る
ロ
」
が
あ
る
こ
と

か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
'
「
晴
れ
る
レ
」
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
広
母
音
の

～
ラ
と
～
ロ
と
～
レ
は
'
推
量
の
助
動
詞
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
で
は
残
り
の

「
晴
れ
る
リ
」
と
「
晴
れ
る
ル
」
は
、
創
作
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
可
能
性
は
低
-
な
い
と
言
え
よ
う
。

p
a
"
t
"
第
4
図
と
第
5
図
と
の
比
較
-
少
年
層
で
盛
ん
な
～
ラ
が
老
年
層

で
も
広
く
受
容
さ
れ
た
。

i
-
i
O
)
Q
I
T
f
年
に
中
部
日
本
で
、
成
人
男
女
を
対
象
と
し
た
通
信
依
頼
実
地
調

査
を
実
施
し
た
　
(
第
5
図
)
0

①
第
5
図
に
よ
れ
ば
、
～
ラ
は
、
確
実
に
成
人
男
女
に
も
分
布
が
拡
大
し
て

い
る
。
長
野
県
の
北
部
に
ま
で
～
ラ
の
分
布
が
到
達
し
て
い
る
。
ま
た
静
岡
県

に
中
心
地
を
持
つ
～
ラ
は
'
岐
阜
県
の
北
部
に
ま
で
、
分
布
を
広
げ
た
。
方
言

形
の
～
ラ
が
北
へ
西
へ
と
そ
の
分
布
を
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

②
～
ズ
ラ
の
分
布
が
激
減
し
た
。
し
か
し
長
野
'
山
梨
、
静
岡
'
愛
知
の
4

県
に
薄
-
根
強
-
、
そ
の
分
布
を
残
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
～
ズ
ラ
は
老
年

層
に
お
い
て
も
早
晩
、
消
え
る
宿
命
が
窺
え
る
。

③
～
ダ
ラ
は
'
ま
だ
'
1
0
年
前
の
分
布
状
態
(
第
4
図
)
を
維
持
し
て
い
る
。

～
ダ
ラ
は
'
～
ズ
ラ
の
分
布
範
囲
内
に
収
ま
り
つ
つ
、
4
県
内
で
'
し
っ
か
り

と
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
～
ダ
ラ
に
は
'
ま
だ
古
め
か
し
さ
は
持
た
れ
て
い

な
い
。
土
地
人
は
～
グ
ロ
よ
-
も
～
ダ
ラ
の
方
に
優
し
さ
を
抱
い
て
い
る
。



④
第
5
回
(
-
o
J
O
f
年
)
　
の
老
年
層
に
よ
れ
ば
'
古
い
語
形
の
「
～
ダ

ラ
ー
ズ
」
が
長
野
県
の
北
部
に
残
っ
て
い
る
ー
-
-
o
l
t
-
!
D
年
の
第
3
図
で
は
'

愛
知
県
の
知
多
半
島
や
周
辺
に
ま
ば
ら
に
分
布
し
て
い
た
「
～
ダ
ラ
ー
ズ
」
が
'

・
-
i
O
I
C
l
^
J
*
年
に
は
完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
ー
-
O
)
1
0
<
0
年
の
第
1
図
で
は
、

「
～
ダ
ラ
ー
ズ
」
が
'
ま
だ
盛
ん
に
古
老
の
問
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
'

2
8
年
後
の
-
O
)
Q
^
年
に
は
'
第
5
図
の
東
海
道
沿
岸
で
、
そ
れ
ら
が
'
全
-

と
関
東
の
地
域
で
は
'

な
ど
で
は
「
～
ベ
-
」

衰
滅
し
た
。
そ
の
変
遷
の
速
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
o

t
=
a
'
m
'
第
6
図
と
第
7
図
と
の
比
較
-
老
年
層
と

少
年
層
を
t
M
O
O
i
n
-
C
M
O
O
U
3
年
で

S
H
S
S

全
国
レ
ベ
ル
で
、
「
～
だ
ろ
う
」
の
分
布
を
総
合
的

に
考
察
す
る
。
第
6
図
も
第
7
図
も
通
信
依
頼
実
地

調
査
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
全
域
を
対
象
に
し
て
'
推

量
の
言
い
方
の
年
層
比
較
を
行
っ
て
み
た
。

①
第
6
回
で
は
'
北
海
道
・
東
北
地
方
か
ら
関
東
地

方
に
わ
た
っ
て
、
強
力
な
～
ベ
I
の
分
布
が
見
ら
れ
る
。

～
ベ
I
は
'
両
唇
破
裂
音
だ
か
ら
、
相
手
に
訴
え
か
け

る
聞
こ
え
の
効
果
が
大
き
い
。
「
あ
し
た
は
晴
れ
る

ペ
-
」
と
い
う
簡
潔
で
明
断
な
言
い
方
が
'
東
日
本
で

濃
密
な
分
布
を
示
す
。
北
海
道
・
東
北
・
関
東
地
方
の

「
べ
い
」
で
は
、
広
-
「
未
来
」
の
意
味
(
推
立
・
意

志
・
勧
誘
)
　
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

②
第
7
図
の
少
年
層
に
お
い
て
も
'
北
海
道
・
東
北

～
ベ
I
を
好
む
意
識
が
強
い
。
東
京
や
神
奈
川
・
埼
玉

の
分
布
が
や
や
少
な
-
な
っ
て
い
る
。
分
布
が
減
っ
て

は
い
て
も
も
分
布
全
体
の
輪
郭
は
'
年
層
を
通
じ
て
保
た
れ
て
い
る
。

③
「
晴
れ
る
ロ
ー
」
は
、
新
潟
県
か
ら
富
山
県
、
岐
阜
県
に
か
け
て
分
布
す

る
。
ま
た
、
「
～
ロ
ー
」
は
、
北
陸
だ
け
で
な
-
、
高
知
県
に
も
分
布
が
あ
る
。

二
つ
に
離
れ
た
分
布
は
'
か
つ
て
、
北
陸
か
ら
四
国
に
か
け
て
連
続
し
て
い
た



も
の
と
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
後
に
再
度
検
証
す
る
。

④
第
7
図
に
'
日
本
列
島
を
横
断
す
る
見
事
な
～
ラ
ー
の
分
布
が
見
え
る
。

山
陰
の
～
ダ
ラ
ー
と
東
海
地
方
の
～
ダ
ラ
ー
と
が
繋
が
っ
て
捉
え
ら
れ
る
。
東

海
地
方
に
盛
ん
な
～
ダ
ラ
ー
と
山
陰
地
方
の
～
ダ
ラ
ー
の
分
布
は
'
同
じ
物
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
陰
地
方
の
鳥
取
県
で
盛
ん
に
開
か
れ
る
「
～
ダ
ラ
ー
」
　
の
文
例
を
少
し
、

掲
げ
る
。

○
ア
シ
列
り
　
列
ン
キ
ニ
ナ
ル
ダ
ラ
I
　
引
。
明
日
は
天
気
に
な
る
だ
ろ

う
ね
。
老
女
1
筆
者
も
鳥
取
県
仁
多
郡
仁
多
町
馬
艶
、
f
-
I
O
l
t
^
C
M

o
シ
ツ
〓
ル
ダ
到
I
o
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
老
男
1
筆
者
、
鳥
取
県
鳥
取

市
湖
山
町
'
蝣
-
i
O
^
t
~
-
C
"
-

○
ア
羽
外
-
　
ハ
同
ル
ダ
ラ
ー
。
明
日
は
晴
れ
る
だ
ろ
う
。
老
男
1
筆
者
'

同
前
'
-
o
l
t
-
N

鳥
取
県
で
開
か
れ
る
「
～
ダ
ラ
ー
」
　
の
機
能
は
、
中

部
日
本
の
「
～
ダ
ラ
ー
」
と
同
じ
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
'

東
と
西
に
分
か
れ
て
分
布
す
る
「
～
ダ
ラ
ー
」
を
結
び

つ
け
て
'
同
じ
も
の
だ
と
考
え
た
先
行
研
究
は
見
出
せ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
山
陰
地
方
の
～
ダ
ラ
ー
と
東
海

地
方
の
～
ダ
ラ
ー
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
み

る
と
、
意
外
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
。
そ
れ
を
'
以

下
で
考
察
す
る
。

⑤
中
世
の
中
央
語
に
は
、
「
開
合
の
別
」
が
見
ら
れ

た
。
【
a
u
]
が
ア
-
と
な
と
【
o
u
]
が
オ
I
と
な
る
O
こ
の

開
合
の
音
韻
の
区
別
が
推
量
表
現
に
適
用
さ
れ
た
事
実

と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
中
で
'

横
断
的
に
認
め
ら
れ
る
山
陰
地
方
と
東
海
地
方
の
「
晴

れ
る
ダ
ラ
ー
」
【
U
ユ
に
は
'
開
音
が
残
存
す
る
の
だ
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
西
日
本

に
広
-
分
布
す
る
「
晴
れ
る
ヤ
ロ
ー
」
「
晴
れ
る
ジ
ャ

ロ
ー
」
「
晴
れ
る
ロ
ー
」
な
ど
の
「
晴
れ
る
ダ
ロ
ー
」

10
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How do you say " It will be Tine

化
石
的
な
分
布
を
見
せ
、
逆
に
、
横
長
に
「
～
ラ
ー
」

の
発
展
的
な
分
布
が
見
ら
れ
る
。
「
～
ロ
ー
」
と
「
～

ラ
ー
」
と
の
交
叉
す
る
所
が
滋
賀
県
で
あ
る
。
滋
賀
県

に
は
'
「
～
ラ
ー
」
　
の
次
に
展
開
し
た
「
～
ヤ
ロ
ー
」

が
分
布
し
て
い
る
O
近
放
地
方
を
粗
め
尽
-
し
た
の
は
'

新
規
に
展
開
し
た
「
-
ヤ
ロ
ー
」
　
の
言
い
方
で
あ
る
。

⑦
こ
こ
で
、
言
及
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

が
'
共
通
語
の
「
～
ダ
ロ
ー
」
で
あ
る
。
「
～
グ
ロ
ー
」

と
い
う
語
形
の
分
布
は
、
少
な
い
。
老
年
層
も
少
年
層

も
、
東
京
都
に
お
い
て
さ
え
へ
単
独
で
こ
れ
の
み
を
使

用
す
る
所
は
稀
で
あ
る
。
「
～
だ
ろ
う
」
は
、
そ
の
土

地
で
の
別
の
言
い
方
に
付
随
し
て
も
理
解
語
と
し
て
所

有
さ
れ
て
い
る
語
形
で
あ
る
と
言
え
る
。
(
「
～
だ
ろ
う
」

は
論
説
文
体
め
い
て
い
る
の
で
、
方
言
に
は
適
さ
な
い
。

微
妙
な
差
違
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。
)

Ⅲ
'
「
第
8
図
　
総
合
図
」
　
に
つ
い
て

の
考
察

ill

【
o
H
】
に
は
'
オ
ー
と
唇
を
丸
-
し
て
発
音
す
る
音
韻
同
化
(
【
〇
日
】
)
が
見
て
と
れ

る
。
近
故
地
方
の
京
都
・
滋
賀
・
福
井
二
二
重
な
ど
が
～
ヤ
ロ
ー
と
発
音
す
る

の
は
'
古
-
は
【
a
u
]
>
[
o
‥
】
の
音
韻
同
化
が
あ
っ
た
事
実
を
継
承
し
た
た
め
と

解
釈
さ
れ
う
る
。
合
音
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
疑
似
合
音
な
の
で
あ
る
。

第
6
図
と
第
7
図
と
を
見
れ
ば
'
新
潟
県
と
高
知
県
と
に
根
強
く
'
～
ロ
ー

が
縦
長
に
分
布
し
近
地
地
方
が
空
自
に
な
っ
て
い
る
。
縦
長
に
「
～
ロ
ー
」
が

第
1
図
か
ら
第
7
図
ま
で
を
総
合
す
る
と
'
「
第
8
図
　
総
合
図
」
　
の
よ
う

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

m
　
-
　
　
地
帯
の
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
べ
-
[
b
e
:
]
」
に
つ
い
て

こ
れ
は
へ
北
海
道
か
ら
東
北
・
関
東
地
方
に
広
-
分
布
し
て
い
て
、
助
動
詞

の
「
べ
し
」
が
「
べ
い
」
と
な
り
も
万
葉
免
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
'



Fig. 8　The Total Study of the Expression

が
主
語
に
な
っ
て
い
る
。

○
大
和
恋
ひ
寝
の
ね
ら
え
ぬ
に
情
な
-
こ
の
す
さ
き

み
に
鶴
鳴
-
ぺ
じ
ゃ
(
t
-
.
-
H
^
f
年
頃
巻
1
-
7
1
)

「
べ
し
」
は
'
平
安
時
代
の
r
蛸
蛤
日
記
』
や
r
源

氏
物
語
」
　
に
も
頻
繁
に
出
て
-
る
。
関
東
・
東
北
・
北

海
道
の
「
べ
い
」
は
直
接
に
古
代
の
「
べ
し
」
と
結
び

つ
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

○
影
も
み
え
が
た
か
吋
の
こ
と
な
ど
'
ま
め
や
か
に

か
な
し
う
な
-
て
　
(
r
蛸
蛤
日
記
」
9
7
4
年
頃
)

中
世
の
r
雑
兵
物
語
」
に
な
る
と
'
推
量
の
助
動

詞
と
し
て
の
地
位
が
明
確
に
な
る
。

o
「
今
日
は
川
越
が
有
吋
.
E
に
」
(
r
雑
兵
物
語
」
1

6

8

3

年

頃

)

-
I
O
O
*
-
-
I
O
O
c
0
年
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
長
崎
で

出
版
し
た
r
日
本
大
文
典
」
　
に
は
'
す
で
に
「
関
東
ま

た
は
坂
東
の
靴
と
し
て
「
べ
い
」
を
特
別
に
扱
っ
て
い

る
。

12

強
力
な
分
布
勢
力
を
維
持
し
て
き
た
語
形
で
あ
る
。

た
と
え
ば
'
額
田
王
の
歌
で
、
自
然
現
象
の
「
雲
」
が
主
語
に
な
っ
て
い
る

例
が
あ
る
。

〇
三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
情
あ
ら
な
む
隠
さ
ふ
7
.
3
や
　
(
7
1

4
年
頃
巻
-
-
3
)

上
の
例
に
お
け
る
「
べ
し
」
は
、
希
望
的
な
推
R
T
B
j
を
表
す
O
次
の
歌
は
「
鶴
」

○
直
説
法
の
未
来
に
は
盛
に
助
辞
B
e
i
(
べ
い
)
を
便
ふ
o
例
へ
ば
t
 
M
a
i
n

m
o
s
u
b
e
i
(
参
り
申
す
べ
い
)
、
A
g
u
b
e
i
(
上
ぐ
べ
い
)
t
 
Y
o
m
u
b
e
i
(
読
む

べ
い
)
t
 
N
a
r
o
b
e
i
(
習
ふ
べ
い
)
t
な
ど
。

日
本
語
の
歴
史
上
'
中
世
か
ら
数
え
て
4
0
0
年
間
も
続
-
。
こ
の
「
べ
い
」

を
愛
し
て
使
い
続
け
る
東
北
地
域
の
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
感
服
す

る
.
と
同
時
に
、
好
ん
で
「
ベ
-
」
を
使
用
し
続
け
る
気
質
に
も
幣
か
さ
れ
る
。



清
音
と
濁
音
の
趣
向
か
ら
見
れ
ば
t
 
B
E
E
を
選
ぶ
必
然
性
は
無
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
O
な
の
に
、
強
い
て
「
べ
い
」
に
収
放
し
固
執
す
る
菅
笠
心
が
却
っ
て
注
目

さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
も
'
老
年
層
に
限
ら
ず
、
少
年
層
に
お
い
て
も
'
「
べ
い
」

を
嫌
わ
ず
'
好
ん
で
使
用
す
る
現
実
を
'
し
っ
か
り
と
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。

将
来
に
わ
た
-
'
生
き
続
け
る
語
形
な
の
で
あ
ろ
う
。

(
ベ
-
)
の
用
例
を
北
海
道
か
ら
順
に
南
へ
辿
れ
ば
'
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

○
ヨ
の
列
有
シ
エ
ツ
　
利
。
メ
日
刊
シ
エ
ツ
　
テ
到
り
シ
エ
ツ
　
へ
-

カ
ラ
　
ア
ツ
列
べ
　
刊
。
対
グ
　
ハ
イ
シ
ン
　
ナ
ッ
タ
ド
モ
　
サ
。
四
大

節
ね
。
明
治
節
'
天
長
節
'
そ
れ
か
ら
あ
っ
た
で
し
ょ
。
す
ぐ
廃
止
に

な
っ
た
け
れ
ど
も
ね
。
6
9
歳
老
男
1
筆
者
、
北
海
道
上
磯
郡
木
古
内
町
、

蝣

-

H

O

i

O

O

O

O

O
(
姉
の
家
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
の
話
)
刺
-
サ
ン
　
ウ
チ
-
イ
ッ
テ

ウ
ド
ン
　
ゴ
ツ
ツ
ォ
-
ン
　
刃
ル
ベ
I
 
t
　
ソ
バ
　
ゴ
ツ
ツ
オ
ー
ン
　
j
I

ル
ベ
1
-
-
。
姉
さ
ん
の
家
へ
行
っ
て
'
う
ど
ん
を
ご
馳
走
に
な
る
こ
と

に
し
よ
う
'
蕎
麦
を
ご
馳
走
に
な
る
こ
と
に
し
よ
う
　
ー
」
歳
老
女
1

筆
者
'
小
樽
市
銭
函
、
<
-
<
o
^
o
i
i
n

o
コ
山
列
　
刊
ダ
ベ
　
カ
。
こ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
か
.
中
男
l
老
男
,
育

森
県
西
津
軽
郡
森
田
村
床
舞
'
<
-
i
C
T
i
O
Q
L
O

O
ム
カ
シ
モ
　
オ
ン
ナ
ジ
列
ベ
　
サ
。
老
女
1
筆
者
'
同
前
、
.
-
H
C
^
C
Q
L
O

o
ノ
刺
引
ダ
叫
。
(
切
符
を
買
お
う
と
し
て
確
か
め
る
。
)
上
り
で
し
ょ
う
.
老

女
1
中
男
、
青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
町
'
i
-
t
O
I
O
O
I
O

o
ア
シ
列
ダ
ラ
　
刊
メ
ァ
　
フ
ラ
ネ
-
ベ
I
.
明
日
だ
っ
た
ら
雨
は
降
ら
な

い
だ
ろ
う
。
老
男
1
筆
者
へ
青
森
県
東
津
軽
郡
平
内
町
小
豆
沢
'
1
9
8

5

○
ナ
ン
可
　
オ
ン
ベ
デ
ラ
ベ
-
.
あ
な
た
も
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
老
男

1
筆
者
'
青
森
県
北
津
軽
郡
中
里
町
中
里
t
 
t
-
I
(
J
)
O
O
L
O

O
カ
ン
ツ
コ
デ
　
ヤ
ル
ベ
-
　
ナ
。
片
足
跳
び
で
や
ろ
う
よ
。
老
男
1
筆
者
'

同
前

○
ア
シ
列
　
外
の
キ
ニ
ナ
ッ
ベ
ー
ガ
ナ
.
明
日
、
天
気
に
な
る
だ
ろ
う
ね
o

老
男
1
筆
者
、
同
前

○
ヒ
〓
ツ
　
タ
吋
7
-
刺
日
。
一
つ
'
食
べ
よ
う
か
。
老
女
l
筆
者
、
群

馬
県
高
崎
市
菊
地
町
、
-
I
C
T
>
t
>
l
O

o
ア
羽
タ
-
到
カ
ン
ベ
-
。
明
日
は
良
い
天
気
だ
ろ
う
O
老
女
1
筆
者
、

群
馬
県
碓
氷
郡
松
井
田
町
、
i
-
I
C
T
i
t
-
t
J
<

○
イ
チ
ジ
デ
　
ク
ル
ダ
ン
ベ
I
。
一
時
の
列
車
で
来
る
だ
ろ
う
。
老
女
1
老

女
'
同
前
、
・
-
i
O
l
t
>
-
蝣
ォ
*

○
ド
叫
可
　
イ
ッ
列
ン
ベ
　
外
し
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
ね
。
老
男
l

老
女
'
同
前
、
・
-
I
C
T
>
t
-
-
*

○
シ
ン
パ
イ
　
ナ
カ
ン
ペ
-
。
心
配
無
か
ろ
う
。
老
男
1
筆
者
'
同
前
'
-

>
J
l
a
別
【

○
ジ
ツ
〓
つ
引
~
刊
タ
ラ
　
イ
列
ク
　
利
-
ダ
叫
.
じ
っ
と
し
て
た
ら
痛
く
無

い
で
し
ょ
う
。
中
女
1
老
女
'
同
前
、
・
-
I
O
i
t
>
-
^

○
ア
メ
ガ
　
列
ル
ダ
ン
ベ
I
　
刃
1
0
両
が
降
る
だ
ろ
う
な
あ
。
中
女
l
筆

者
へ
　
同
前
、
-
i
o
i
c
-
-
*

○
夕
刊
　
イ
ッ
列
ン
ベ
-
。
高
崎
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
O
老
男
l

筆
者
'
同
前
、
・
-
<
C
^
t
"
-
t
J
*

東
北
地
方
は
、
「
ベ
-
」
ば
か
り
が
分
布
し
て
い
る
。
他
の
推
量
'
意
志
、

勧
誘
の
言
い
方
を
寄
せ
付
け
な
い
。
老
年
層
に
限
ら
ず
'
少
年
層
ま
で
、
男
女
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を
問
わ
ず
'
私
的
な
場
面
で
は
'
「
ベ
-
」
を
使
用
す
る
。
知
的
な
装
い
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
を
除
い
て
'
「
未
来
」
の
言
い
方
に
「
ベ
-
」
を
使

う
習
慣
は
潔
い
O
し
か
も
、
A
Z
o
n
e
は
面
積
が
広
-
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
I
も
得
ら
れ
や
す
い
o
奈
良
時
代
か
ら
の
由
緒
正
し
い
　
「
べ
し
」
に
由
来

す
る
表
現
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
か
と
疑
う
ほ
ど
に
も
使
用
者
に
揺
れ

が
無
い
。
欣
然
と
し
た
使
用
態
度
も
天
晴
れ
で
あ
る
。
古
態
の
「
ベ
I
」
を
使

う
こ
と
に
対
し
て
の
卑
下
感
が
全
-
無
い
o
近
地
地
方
の
人
々
が
'
公
然
と
近

親
者
に
「
行
か
ハ
ル
」
を
使
用
す
る
意
識
と
同
じ
で
あ
る
。
気
負
い
も
無
-
'

自
然
に
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
「
ベ
-
」
が
今
後
も
消
え
る
こ
と
な
-
'

活
気
を
以
て
生
き
延
び
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

e
*
　
c
v
j
"
m
地
帯
と
C
地
帯
が
分
か
れ
る
前
の
状
態
に
つ
い
て

B
地
帯
と
C
地
帯
と
が
分
か
れ
る
前
は
'
共
に
「
ら
む
」
で
あ
り
'
同
じ
地

帯
に
属
し
て
い
た
。
r
万
葉
集
」
　
の
例
が
あ
る
。

○
白
波
の
浜
松
が
枝
の
手
向
ぐ
さ
幾
代
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
引
吋
(
巻
1
-

3
4
'
7
1
4
年
)
山
上
憶
良
作
、

次
は
柿
本
人
麻
呂
の
歌
、

○
石
見
の
や
高
角
山
の
木
の
間
よ
り
わ
が
振
る
袖
を
妹
見
つ
封
叫
か
(
巻
2
I

1

3

2

'

7

1

5

年

)

二
つ
と
も
に
'
現
在
推
量
の
意
味
が
強
い
け
れ
ど
も
、
終
止
形
に
接
続
す
る

文
法
規
則
は
'
現
在
と
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
も
中
性
に
な
っ
て
も
　
い
わ
ゆ
る
「
開
合
の
別
」
　
の
規
則
が
行
き
わ

た
る
。
r
続
群
書
類
従
巻
第
五
百
六
十
l
　
遊
戯
部
十
一
申
楽
開
音
g
J
N
>
t
f

・
M
-
(
N
L
D
O
O
L
に
よ
れ
ば
'
大
森
彦
助
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

○
ろ
う
と
い
ふ
字
は
す
ぼ
む
る
な
り
。
う
う
と
い
ふ
こ
と
葉
は
ひ
ら
-
也
。

(
腎
5
8
、
r
-
I
L
O
O
>
C
5
年
)

し
た
が
っ
て
'
慶
長
4
年
(
-
i
n
o
i
o
i
)
年
に
は
、
す
で
に
開
合
の
別
が
厳

然
と
守
ら
れ
て
い
た
こ
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
'
標
準
語
の
発
音
に
'
開
音
と

合
音
と
の
区
別
を
明
確
に
識
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
'
僧
契
沖
の
r
和
字
正
濫
通
妨
抄
』
　
(
元
禄
十
年
'
<
-
i
t
」
>
O
)
t
>
-
午
)

に
は
、
「
劇
引
と
引
引
封
引
ほ
お
な
し
き
、
な
る
へ
し
」
と
あ
る
。
す
で
に
'

百
年
経
っ
て
'
開
音
と
合
音
と
の
区
別
は
、
京
阪
地
方
で
も
失
わ
れ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。

と
す
る
と
'
蝣
-
1
U
I
O
i
0
-
-
^
D
O
i
0
年
ま
で
の
百
年
間
が
'
注
目
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
t
 
B
z
o
n
e
の
【
r
o
:
]
と
C
z
o
n
e
の
【
r
a
H
】
が
明
確
に
歴
史

的
な
仮
名
遣
い
の
通
-
に
発
音
が
仕
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

e
"
m
'
c
a
地
帯
、
B
z
o
n
e
の
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
口
-
[
r
o
:
l
」
に
つ
い
て

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
'
元
禄
期
以
降
'
契
沖
が
嘆
い
て
い
る
よ
う
に
開
合

の
規
則
が
乱
れ
た
。

そ
こ
で
、
結
果
と
し
て
t
 
B
Z
o
n
e
の
北
の
端
に
位
置
す
る
新
潟
県
と
四
国
の

西
端
に
位
置
す
る
高
知
県
と
に
'
現
在
も
'
「
合
音
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
'
開
音
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
さ
え
'
合
音
を
使
用
す

る
と
い
う
混
乱
を
来
し
て
い
る
。

そ
の
他
t
 
B
N
o
n
e
で
は
、
「
～
で
あ
る
ら
む
」
が
「
～
で
ぁ
ら
む
」
に
な
り
'

「
～
じ
や
ら
う
」
に
な
り
'
さ
ら
に
、
現
在
の
「
～
じ
や
ろ
う
」
に
な
っ
た
。

ま
た
'
「
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
～
や
ろ
-
」
　
へ
と
変
化
し
'
そ
れ
を
包

み
込
ん
で
、
最
も
古
い
語
形
の
「
～
ら
う
」
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

1・l



開
音
に
発
音
す
べ
き
次
の
昔
も
'
契
沖
が
嘆
-
よ
う
に
、
開
音
に
発
音
し
な

い
で
'
合
音
に
発
音
す
る
。

「
あ
う
t
か
う
'
さ
う
へ
　
た
う
'
な
う
、
は
う
'
ま
う
t
　
や
う
'
ら
う
'
わ

う
」
。
(
た
だ
し
も
キ
リ
シ
タ
ン
語
桑
の
合
音
と
方
言
の
合
音
と
の
具
体
的
な
対

応
作
業
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
勿
論
、
疑
似
合
音
で
あ
-
、
正
し
-
は
音
韻

同
化
で
あ
る
。
)

e
'
-
a
-
"
u
地
帯
、
C
Z
o
n
e
の
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
ラ
ー
【
K
]
J
に
見
ら
れ

る
、
横
断
的
な
分
布
に
つ
い
て

こ
れ
は
'
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
ラ
ー
【
r
a
‥
】
」
と
発
音
す
る
地
域
で
あ
る
。
契
沖

が
i
-
H
O
C
i
I
>
-
年
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
開
合
の
別
の
乱
れ
に
よ
-
、
合
音
に
成

る
べ
き
語
形
に
ま
で
'
開
音
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
で
あ
る
。
だ
か
ら
'
【
a
u
】

の
連
母
音
は
、
こ
と
ご
と
-
[
a
‥
】
に
ま
と
め
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
へ

つ
ぎ
の
よ
う
な
例
は
'
【
a
‥
】
に
な
る
。
「
話
さ
う
'
浅
う
'
死
な
う
'
遊
ぼ
う
'

休
ま
う
'
培
う
、
祈
ら
う
」
の
よ
う
に
で
あ
る
。
た
だ
し
'
漢
語
の
字
音
に
a
u

が
見
え
て
も
'
そ
れ
を
【
a
‥
】
に
改
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
「
あ
う
ぎ
・
奥
義
、
か

う
ぎ
・
講
義
'
あ
ふ
ぎ
二
崩
、
あ
ふ
し
う
・
押
収
」
を
ア
-
ギ
'
カ
ー
ギ
'

ア
-
ギ
、
ア
-
シ
ュ
ー
」
な
ど
と
は
発
音
し
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ⅳ
t
　
現
在
も
活
発
に
分
布
を
拡
大
し
て
い
る
「
開
合
の
別
」

の
分
布
に
つ
い
て

B
5
　
-
　
「
～
ラ
」
　
(
開
音
)
　
の
人
気
の
高
さ

図
1
か
ら
図
7
ま
で
の
1
0
年
間
隔
言
語
地
図
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
t
 
c
z
o
n
e

の
分
布
は
北
陸
地
方
を
除
い
た
中
部
日
本
地
方
城
に
色
濃
-
分
布
L
t
更
に
山

陰
地
方
域
の
日
本
海
側
に
分
布
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
分
布
は
'
連
続
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
指
摘
す
る
人
が
今
ま
で
い
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
～
ダ
ラ
」
　
の
分
布
が
中
部
日
本
と
山
陰
と
で
間
断
な
-
連
続
し
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
～
ダ
ラ
」
は
年
層
を
問
わ
ず
'
活
発
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
も
　
元
に
な
る
「
～
ダ
ラ
ー
ズ
」
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

方
言
的
な
特
色
が
歴
然
と
し
た
「
～
ズ
ラ
」
も
極
端
に
衰
退
し
て
'
そ
の
代
わ

-
に
「
～
ラ
」
が
生
き
延
び
る
。
生
き
延
び
る
ど
こ
ろ
か
'
少
年
層
に
お
い
て
'

「
～
ラ
」
は
本
源
地
域
の
静
岡
県
か
ら
'
愛
知
県
に
分
布
を
伸
ば
し
'
さ
ら
に

長
野
県
の
北
の
果
て
ま
で
、
分
布
を
延
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
今
後
も
「
～
ラ
」

の
分
布
は
'
一
層
、
盛
ん
に
な
る
動
き
が
見
て
と
れ
る
。

「
開
音
」
に
由
来
す
る
「
1
7
」
で
あ
り
な
が
ら
、
古
-
さ
い
と
い
う
意
識
が
'

使
用
者
に
は
全
-
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
老
年
層
の
話
者
よ
り
も
、
却
っ
て
、

少
年
層
の
話
者
が
好
ん
で
'
こ
の
　
「
-
こ
フ
」
を
使
う
の
が
注
目
さ
れ
る
。
実
例

を
静
岡
県
と
長
野
県
に
限
っ
て
と
り
あ
げ
て
み
る
。

【
静
岡
県
の
場
合
】

○
刊
ル
到
-
。
有
る
で
し
ょ
.
青
年
女
子
1
青
年
女
子
'
静
岡
県
磐
田
市
住

吉
町
t
 
r
-
i
O
t
D
t
O

o
チ
刑
引
ラ
日
.
違
う
で
し
ょ
。
青
年
女
子
1
青
年
女
子
、
同
前
、
1
9
6

6
0
ア
ン
タ
　
ヨ
ク
　
シ
ッ
到
ル
ラ
.
あ
な
た
、
よ
く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
0

青
年
女
子
1
青
年
男
子
、
静
岡
県
浜
松
市
子
安
町
'
>
-
t
c
n
o
<
r
>

○
ソ
〓
ズ
ラ
　
テ
ウ
　
可
「
そ
う
ず
ら
」
t
と
言
う
で
し
ょ
0
中
女
1
中
女
、

静
岡
県
引
佐
郡
三
ケ
日
町
'
蝣
-
H
C
T
J
t
O
O
O
　
(
～
ラ
の
口
語
性
の
確
か
さ
が
出

て
い
る
。
ズ
ラ
と
ラ
と
が
共
存
し
て
い
る
。
)
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○
タ
カ
イ
　
ヤ
マ
　
ア
ル
ラ
。
タ
カ
イ
ヤ
マ
が
あ
る
で
し
ょ
。
老
女
1
老
女
'

静
岡
県
磐
田
郡
佐
久
間
町
中
部
'
-
H
C
^
O
O

o
ハ
外
せ
ラ
　
セ
7
(
到
.
話
せ
は
し
な
い
で
し
ょ
。
老
女
1
老
女
'
同
前
、

H
O
i
^
H
D

o
モ
日
加
可
テ
　
シ
ョ
〓
刃
イ
ラ
.
儲
か
っ
て
仕
様
が
無
い
で
し
ょ
O
中
男

1
中
男
、
静
岡
県
磐
田
郡
水
窪
町
、
中
男
1
中
男
t
 
i
-
H
C
T
>
t
O
c
」
>

○
モ
可
列
~
州
ハ
つ
列
　
ク
山
勅
ラ
。
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
O
中
男
1
老

男
、
静
岡
県
天
竜
市
二
俣
町
阿
蔵
、
・
-
1
O
i
t
O
O

o
ヤ
ッ
到
ル
ラ
日
。
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
女
1
小
児
女
、
静
岡
県

天
竜
市
二
俣
町
、
t
-
i
a
^
t
o
^
D

【
長
野
県
】

○
キ
ョ
利
ン
ワ
　
山
急
ハ
つ
タ
ラ
。
去
年
は
勝
っ
た
の
で
し
ょ
。
少
年
男
子
1
少

年
男
子
'
長
野
県
木
曽
郡
山
口
相
馬
箆
、
i
-
i
O
l
l
>
-
-
^
f

o
ウ
チ
I
I
　
列
ル
　
ツ
モ
リ
デ
　
利
ル
ラ
ー
.
家
へ
来
る
つ
も
り
で
い
る
の

で
し
ょ
う
。
老
女
1
息
子
、
同
前
、
i
-
H
O
}
t
>
.
<
^

○
ホ
〓
外
項
　
列
ル
ラ
I
o
包
帯
、
有
る
で
し
ょ
。
老
女
1
夫
、
同
前
,
1

C
;
t
-
T

o
可
-
デ
刃
イ
到
.
も
う
、
出
な
い
で
し
ょ
。
長
野
県
木
曽
郡
楢
川
村
、

老
女
1
筆
者
、
-
H
O
l
t
^
^
f

o
刊
ル
ラ
日
。
あ
る
で
し
ょ
.
老
男
1
中
女
'
同
前
'
<
-
<
c
T
J
t
>
-
"
^

○
イ
ッ
刊
叫
ラ
〓
O
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
.
中
女
1
老
女
'
同
前
'
1
9
7

4
0
シ
ッ
列
勅
ラ
日
.
ヨ
叫
ガ
~
刊
力
　
列
"
'
チ
ヤ
。
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
.
万

屋
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
。
老
男
1
中
男
'
同
前
、
.
-
i
d
t
^
^
j
-

○
マ
ゼ
ネ
-
ト
　
ノ
コ
ツ
チ
ヤ
ウ
ラ
。
混
ぜ
な
い
と
残
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
。

老
男
1
筆
者
、
同
前
t
 
r
H
O
l
t
>
-
-
^

○
ダ
割
判
ン
コ
-
ニ
イ
ル
到
.
大
和
銀
行
に
勤
め
て
い
る
で
し
ょ
。
老

男
1
筆
者
'
同
前
、
i
-
(
O
^
t
>
-
^
t
*

○
引
ン
o
外
I
到
.
う
ん
O
そ
う
で
し
ょ
う
。
老
男
1
老
男
'
長
野
県
下
伊

那
郡
根
羽
村
'
蝣
-
H
O
X
O
t
^
-

○
引
ジ
ャ
　
利
-
ラ
。
中
男
1
中
女
'
長
野
県
下
伊
那
郡
南
信
濃
村
・
1

9
6
6

0
列
-
　
ソ
引
刊
ロ
　
ス
マ
ン
ケ
ド
　
不
ク
ニ
ン
バ
カ
　
イ
勅
ラ
.
あ
あ
、

そ
れ
は
済
ま
な
い
け
れ
ど
'
何
人
-
ら
い
要
る
だ
ろ
う
か
。
老
女
1
筆
者
、

同前t i-KJ)<」iCO

「
～
ラ
」
　
の
分
布
が
、
1
0
年
毎
に
へ
静
岡
県
か
ら
北
方
へ
延
び
t
か
つ
ま
た
、

愛
知
県
へ
と
延
び
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
r
方
言

文
法
全
国
地
図
」
　
の
2
3
7
図
'
2
3
8
図
、
2
3
9
図
、
2
4
0
図
を
見
る

と
'
日
本
列
島
の
最
南
端
に
あ
る
竹
富
島
で
p
a
r
r
a
a
t
石
垣
島
で
p
a
r
i
r
a
、
a
a
m
i
r
a

a
ヨ
i
r
a
a
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。
「
～
ら
む
」
が
早
-
に
「
～
ら
う
」
に
な
り
、

【
-
d
a
r
a
】
や
【
　
r
a
a
]
に
な
っ
て
留
ま
っ
て
い
る
。
古
-
て
新
し
い
状
態
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
'
南
島
語
の
【
'
r
a
a
]
が
中
部
日
本
地
域
の
新
鮮
さ
を
同
じ
状

態
で
醸
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
未
だ
、
確
認
出
来
て
い
な
い
。

ォ
S
"
<
N
-
「
～
ロ
ー
」
(
疑
似
合
音
)
　
の
閉
塞
分
布
に
つ
い
て

「
～
グ
ロ
ー
」
は
「
～
だ
ら
う
」
の
音
韻
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
形
態
で
あ
る
0

推
R
瓦
の
言
い
方
に
関
し
て
亭
え
ば
、
【
　
蝣
e
u
]
[
-
o
u
]
が
【
　
o
:
l
に
転
じ
た
と

い
う
事
実
は
あ
り
え
な
い
。
だ
か
ら
'
合
音
と
い
う
言
い
方
は
馴
染
ま
な
い
。
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従
っ
て
~
疑
似
合
音
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
で
'
強
い
て
、
「
開
音
」
と

の
対
立
軸
を
明
確
に
し
て
お
-
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
～
ロ
ー
」
は

【
a
u
]
>
[
o
:
l
の
音
韻
同
化
現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
「
～
だ
ら
う
」

の
後
に
続
い
た
変
化
で
あ
る
。

そ
の
事
実
を
分
布
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
次
の
事
実
に
よ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
～
ダ
ラ
」
「
～
ラ
」
の
分
布
が
中
部
日
本
か
ら
山
陰
地
方
に
か
け

て
'
横
断
的
な
分
布
を
成
し
て
い
た
時
期
が
あ
-
え
た
。
そ
の
後
'
近
故
地
方

を
中
心
に
し
て
'
「
～
グ
ロ
ー
」
の
分
布
が
西
日
本
を
中
心
に
し
て
広
-
強
く

分
布
し
て
き
た
。
そ
の
勢
い
に
負
け
て
t
c
N
o
n
e
の
帯
状
の
「
～
ダ
ラ
ー
ズ
」
「
～

ダ
ラ
ー
」
「
～
ラ
ー
」
の
分
布
は
京
都
'
滋
賀
へ
岐
阜
の
分
布
域
を
失
っ
た
。
連

続
分
布
が
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
t
 
B
N
o
n
e
は
、
円
唇
母
音
の
「
オ
ー
」
の
形
に
な
り
'
「
～
ダ
ロ
」

「
～
ヂ
ヤ
ロ
」
「
～
ヤ
ロ
」
の
推
量
形
式
を
生
み
、
西
日
本
'
つ
ま
り
は
中
央

語
と
し
て
の
典
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
も
広
い
分
布
域
を
持
つ
「
～
ヂ
ヤ
ロ
ー
」
「
～
ジ
ャ
ロ
ー
」
「
～
ヤ
ロ
ー
」

「
～
ロ
ー
」
は
'
北
は
山
形
県
か
ら
商
は
沖
縄
ま
で
強
く
分
布
し
て
い
る
。
い

ま
や
共
通
語
も
「
～
グ
ロ
ー
」
で
あ
る
。
そ
の
追
い
風
も
手
伝
っ
て
、
西
日
本

で
の
地
位
は
固
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
歴
史
的
に
は
'
【
～

d

e

a

r

a

u

】

∨

【

-

~

d

e

a

「

〇

日

】

V

【

-

d

j

a

r

o

‥

】

∨

【

-

z

a

r

o

‥

】

∨

【

I

j

a

「

o

‥

】

∨

【

～

r

o

‥

】

の
よ
う
な
変
化
過
程
を
経
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
一
番
新
し
い
語
形
の
【
r
且

が
沖
縄
と
高
知
県
と
新
潟
県
と
に
繁
-
見
出
さ
れ
る
。
地
形
・
地
理
の
突
端
部

分
に
必
然
的
に
先
鋭
な
言
語
形
式
が
生
ま
れ
る
と
い
う
の
が
興
味
ぶ
か
い
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
'
周
囲
分
布
の
見
方
か
ら
言
え
ば
'
「
～
ロ
ー
」
　
の
分
布
は
'

「
～
ラ
ー
」
よ
り
も
中
央
に
近
い
位
置
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
～
ラ
ー
」

の
分
布
の
方
が
外
周
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
南
に
位
置
す
る

の
が
、
「
～
ラ
ー
」
で
あ
る
。

一
筋
縄
で
括
れ
な
い
の
は
'
北
陸
地
方
の
「
～
ロ
ー
」
の
分
布
で
あ
る
。
「
～

ロ
ー
」
の
分
布
は
'
堅
牢
な
「
～
ベ
-
」
の
分
布
域
で
あ
る
山
形
県
に
ま
で
到

達
し
て
い
る
。

○
会
議
　
オ
ワ
ル
D
-
-
会
議
が
終
わ
る
で
し
ょ
う
。
中
女
1
筆
者
、
山
形

県
東
田
川
郡
三
川
町
横
内
'
t
-
i
C
T
l
。
0
。
O

r
方
言
文
法
全
国
地
図
L
 
I
か
ら
6
を
見
て
も
、
新
潟
県
と
高
知
県
に
も
「
～

ロ
ー
」
の
分
布
が
集
中
し
て
い
る
が
'
そ
の
結
果
は
、
私
の
調
査
結
果
と
一
致

す
る
。
た
だ
し
、
私
の
調
査
は
'
「
～
ロ
ー
」
　
の
分
布
が
ど
ん
ど
ん
移
動
す
る

状
態
ま
で
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
利
点
で
あ
る
.
と
も
か
く
も
'
「
～

ロ
ー
」
　
の
実
例
を
新
潟
県
と
高
知
県
と
に
つ
い
て
'
以
下
に
取
り
あ
げ
る
。

【
新
潟
県
】

○
項
羽
判
り
　
剖
ス
イ
ロ
日
。
鮎
の
尾
は
薄
い
だ
ろ
う
O
老
女
1
筆
者
'
新

潟
県
岩
船
郡
山
北
町
大
毎
、
.
-
H
O
o
O
O
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○
サ
キ
ガ
　
マ
ク
レ
テ
　
ク
ル
ロ
ー
。
鮎
の
体
の
先
が
捲
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

老
男
1
老
女
、
同
前
'
-
O
I
O
O
O

o
ア
メ
　
刊
ル
ロ
　
刊
。
雨
が
降
る
だ
ろ
う
ね
.
中
女
1
筆
者
'
同
前
,

H
 
o
i
e
o
o

○
オ
ゲ
ニ
　
コ
-
リ
ハ
ッ
タ
ド
キ
　
ザ
イ
ハ
ッ
タ
テ
　
ユ
ー
ロ
ー
　
カ
ネ
-
0

桶
に
氷
が
張
っ
た
時
に
「
ざ
い
は
っ
た
」
と
言
う
だ
ろ
う
か
ね
。
中
女
1

筆
者
、
同
前
、
i
-
1
0
)
0
0
0

0
シ
ョ
日
刊
ノ
　
封
プ
　
ア
D
-
-
消
防
署
の
ポ
ン
プ
が
あ
る
だ
ろ
う
.

老
女
1
筆
者
、
同
前
'
蝣
-
H
C
T
l
。
O
O



○
ク
ガ
ツ
ニ
　
ナ
ラ
ネ
バ
　
カ
ラ
ン
ネ
ロ
ー
　
ネ
-
。
稲
は
9
月
に
な
ら
ね

ば
刈
ら
な
い
だ
ろ
う
ね
。
中
女
1
筆
者
'
同
前
、
.
-
H
O
I
O
O
O

o
ヤ
ッ
川
引
　
グ
ア
イ
　
ワ
所
有
ロ
ー
。
や
は
り
具
合
が
悪
い
だ
ろ
う
。
老

女
1
中
男
'
同
前
、
-
f
f
i
O
O
O

O
ナ
ン
テ
テ
　
ユ
ー
ロ
ー
ン
。
何
と
言
う
だ
ろ
う
ね
。
中
女
1
中
女
'
新
潟

県
岩
船
郡
山
北
町
荒
川
t
.
-
H
O
。
O
O

o
利
-
　
イ
引
ダ
D
A
c
ね
え
、
要
ら
な
い
だ
ろ
う
.
初
老
女
1
中
女
'

同

前

、

^

1

0

5

0

0

0

0
ソ
イ
利
口
日
。
そ
う
だ
ろ
う
ね
'
き
っ
と
O
中
女
1
初
老
女
、
同
前
、
1

9
8
0

0
ア
珂
列
　
ハ
レ
ー
ル
ロ
　
刺
日
。
明
日
'
晴
れ
る
だ
ろ
う
か
。
初
老
女
1
筆

者
'
同
前
、
-
O
I
O
O
O

o
刃
の
ボ
　
ナ
ッ
刊
叫
ロ
ー
o
幾
つ
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
0
初
老
女
1
老

女
、
同
前
へ
　
サ
ー
i
O
I
O
O
O

o
ユ
ー
'
A
J
,
¥
キ
ョ
ク
ィ
　
ト
ド
列
テ
　
オ
カ
利
パ
テ
モ
　
ソ
ノ
　
判
可
ク

ハ
ハ
刺
ラ
デ
　
刊
ラ
。
屋
号
を
郵
便
局
へ
届
け
て
お
か
な
-
て
も
そ
の

局
は
困
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
初
老
女
1
筆
者
、
同
前
t
.
-
H
O
i
O
O
O

o
列
レ
ビ
デ
　
引
ル
i
:
o
テ
レ
ビ
で
見
る
だ
ろ
う
O
老
女
1
筆
者
へ
新
潟

県
岩
船
郡
山
北
町
大
沢
'
-
H
O
l
t
O
O

o
i
T
ン
マ
　
ク
<
N
-
D
-
-
お
昼
に
し
よ
う
よ
.
老
女
1
幼
女
、
新
潟
県
新
潟

市
横
尾
宇
山
へ
　
>
-
1
C
T
>
0
-
t
X
5

0
ン
マ
　
タ
ベ
ル
ロ
ー
。
ご
飯
、
食
べ
る
だ
ろ
う
。
老
女
1
幼
女
'
同
前
'

i
-
i
c
i
i
>
-
t
r
>

○
カ
外
ル
ロ
ー
。
書
け
る
だ
ろ
う
へ
確
か
に
。
青
年
男
1
青
年
男
、
新
潟
県

長
岡
市
栖
書
町
仲
町
'
.
-
H
O
I
C
-
U
S

【
高
知
県
】

○
ヤ
サ
イ
ニ
　
キ
リ
カ
エ
ル
ロ
ー
。
米
作
か
ら
野
菜
作
り
に
切
り
替
え
る
だ

ろ
う
0
老
男
1
筆
者
へ
高
知
県
中
村
市
右
山
へ
.
-
1
0
>
t
^
0
0

0
列
サ
モ
　
列
ビ
　
バ
劃
訓
了
ラ
ン
ロ
ー
　
カ
。
朝
も
足
袋
を
履
い
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
老
男
1
筆
者
'
同
前
、
.
-
i
a
>
t
-
o
o

o
刃
イ
ロ
ー
　
カ
。
無
い
だ
ろ
う
か
.
老
男
1
筆
者
'
同
前
、
-
O
)
N
。
。

○
キ
別
項
ロ
I
。
開
か
な
い
で
し
ょ
う
。
老
男
1
筆
者
、
同
前
'
>
-
H
O
^
C
-
-
Q
O

○
ト
レ
マ
セ
ン
ロ
ー
。
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
老
女
1
筆
者
、
高
知

県
室
戸
市
浮
津
'
1
-
i
C
T
>
t
-
-
O
I

o
ア
ス
ワ
　
ア
刃
こ
　
ナ
勅
ロ
ー
。
明
日
は
雨
に
な
る
だ
ろ
う
.
老
男
1
筆

者
、
高
知
県
高
知
市
〓
呂
字
前
岡
、
r
-
)
c
T
l
t
-
0
0

0
ア
引
寸
刃
ロ
ー
.
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
0
老
男
1
筆
者
'
同
前
へ
1
9
7

8
0
割
ロ
I
。
無
い
だ
ろ
う
0
老
女
1
老
女
も
高
知
県
安
芸
市
本
町
'
1
9

7
9

「
～
ロ
ー
」
が
動
詞
に
直
ぐ
に
承
接
す
る
形
式
が
閉
塞
状
態
に
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
。
「
来
る
ロ
ー
」
「
行
-
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
が
、
新
潟
県
と
高
知
県

と
に
偏
在
し
て
、
他
へ
の
伝
播
に
勢
い
を
失
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
行
-
ど

ろ
う
」
「
行
-
じ
や
ろ
う
」
「
行
-
や
ろ
う
」
な
ど
の
言
い
方
は
'
健
在
で
あ
-
'

共
通
語
の
「
行
-
だ
ろ
う
」
は
誰
も
が
知
悉
し
て
い
る
。
使
う
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
も
、
知
り
得
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
た
【
～
且

の
音
形
は
'
西
日
本
に
広
-
見
出
さ
れ
'
か
つ
、
沖
縄
や
そ
の
南
方
に
も
あ
る
。

【
～
a
‥
]
よ
り
も
【
～
○
‥
】
の
方
が
新
し
い
形
と
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
と
解
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釈
し
う
る
。

結

ム
岡
iina

①
本
研
究
は
'
r
十
年
間
隔
言
語
地
図
」
を
用
い
た
「
年
屑
差
」
×
「
地
域

差
」
　
×
　
「
時
代
差
」
　
の
総
合
的
研
究
で
あ
る
。
十
年
間
隔
で
七
枚
の
言
語
地
図

を
年
齢
差
毎
に
比
較
し
考
察
す
る
試
み
は
'
世
界
で
最
初
の
企
画
で
あ
る
。
従

来
の
方
法
は
一
枚
の
言
語
地
図
を
眺
め
て
、
様
々
な
仮
説
や
手
が
か
-
を
設
定

し
て
推
察
と
推
定
を
操
-
返
す
「
静
止
画
像
」
　
の
解
析
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
'
本
研
究
法
は
、
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
像
」
'
つ
ま
-
'
動
画
の
解

析
作
業
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
な
動
向
を
押
さ
え
て
'
無
理
な
-

自
然
に
方
言
動
態
史
を
解
明
し
て
い
-
こ
と
が
で
き
る
。

②
「
あ
し
た
は
晴
れ
る
矧
割
引
」
に
つ
い
て
へ
推
量
表
現
の
歴
史
を
解
明
す

る
試
み
を
行
っ
た
。
「
～
ベ
-
」
が
最
古
例
と
し
て
北
海
道
・
東
北
・
関
東
地

方
に
見
ら
れ
る
。
次
い
で
'
「
～
ダ
ラ
ー
ズ
」
「
～
ダ
ラ
ー
」
「
～
ズ
ラ
」
「
～
ラ
」

が
横
断
的
に
山
陰
地
方
と
中
部
日
本
地
方
に
分
布
し
、
か
つ
ま
た
、
西
南
口
本

島
峡
に
見
え
る
。
万
葉
集
に
も
繋
が
る
古
態
の
事
例
で
あ
る
。
「
～
ラ
」
は
若
年

層
に
好
ま
れ
て
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
次
に
、
「
～
グ
ロ
ウ
」
「
～
ヂ
ヤ
ロ
ー
」
「
～
ヤ
ロ
ー
」
「
～
ロ
ー
」
　
の
事

象
系
列
が
見
ら
れ
、
近
故
地
方
・
北
陸
地
方
・
中
国
地
方
・
九
州
地
方
に
実
例

が
た
ど
ら
れ
る
。
か
つ
ま
た
'
西
南
地
方
の
島
映
部
に
も
例
が
見
ら
れ
る
。

「
～
だ
ろ
う
」
　
の
事
象
史
は
'
三
つ
の
系
列
の
事
象
の
絡
み
合
い
で
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

③
三
つ
の
事
象
の
系
列
を
、
分
布
す
る
地
域
と
の
対
応
で
A
地
帯
t
 
B
地
帯
、

C
地
帯
と
認
定
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
古
代
に

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
地
帯
の
事
象
「
～
ベ
-
」
は
-
c
o
o
0
年
間
'
化
石

化
し
固
定
し
て
'
変
化
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
t
 
B
t
 
C
地
帯
は
'
「
中

世
の
開
合
の
別
」
規
則
の
影
響
を
受
け
た
　
B
Z
o
n
e
は
、
「
合
音
」
　
(
疑
似
合

普
)
　
(
【
～
且
)
を
選
び
へ
普
及
さ
せ
た
。
c
N
o
n
c
は
、
「
開
音
」
(
【
～
a
‥
】
)

を
選
ん
で
そ
れ
を
普
及
さ
せ
た
。
B
N
o
n
e
も
C
N
o
n
e
も
分
布
が
括
抗
し
て
い

る
。
た
だ
し
t
 
B
Z
o
n
e
の
方
が
絶
大
な
分
布
領
域
を
持
ち
'
し
か
も
共
通
語
の

支
援
も
受
け
て
い
る
の
で
、
表
向
き
は
頑
強
そ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
t
 
c

Z
o
n
e
の
【
～
r
a
‥
】
は
'
共
通
語
の
【
-
-
d
a
r
o
:
]
よ
り
も
根
強
-
根
深
い
。
C
Z
o
n
e

地
方
で
は
'
常
識
的
な
「
標
準
語
化
」
　
つ
ま
-
は
【
～
r
且
系
の
言
い
方
に
必

ず
し
も
馴
染
め
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
に
わ
か
に
は
'
共
通
語
化
を
問

題
に
す
る
こ
と
が
困
姓
で
あ
ろ
う
。

鳥
暇
的
に
分
布
を
見
れ
ば
t
 
B
z
o
n
e
と
C
Z
o
n
e
と
の
関
係
は
、
「
開
合
の
交

叉
性
分
布
」
ま
た
は
、
「
十
字
路
分
布
」
と
唱
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

④
自
然
参
加
調
査
で
得
ら
れ
た
文
例
を
解
釈
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
'
文

献
資
料
だ
け
で
は
不
足
が
ち
な
デ
ー
タ
の
補
充
を
心
が
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
人
の
話
者
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
不
十
分
な
資
料
を
自
然
参
加
調
査
資
料
で
補

充
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
解
釈
を
行
う
こ
と
に
努
め
た
。
こ
う
す
れ
ば
'

言
語
地
図
の
相
対
的
な
解
釈
を
よ
り
正
確
な
解
釈
へ
と
近
づ
け
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
.
こ
れ
は
絶
対
年
代
史
に
一
歩
近
づ
い
た
研
究
と
言
い
う
る
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑤
本
研
究
は
t
A
B
A
分
布
や
方
言
周
囲
論
の
適
用
に
よ
る
相
対
的
年
代
史
と

い
う
解
釈
と
は
異
な
る
。
F
十
年
間
隔
言
語
地
図
」
を
用
い
て
実
質
的
な
分
布
の

動
態
を
根
拠
に
し
た
「
言
語
地
図
年
代
学
」
に
よ
っ
て
'
現
代
言
語
史
を
解
明
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し
て
い
-
建
設
的
な
作
業
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
研
究
の
方
法
は
、
「
手
が
か
り
」
を
た
よ
-
に
し
て
も
「
静
止

画
像
」
を
解
釈
す
る
従
来
の
方
法
と
は
異
な
る
。
幾
枚
も
の
言
語
地
図
を
重
ね

か
け
て
変
化
過
程
を
導
き
出
し
て
い
-
も
の
で
あ
り
'
科
学
的
で
あ
る
。

今
回
は
実
施
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
言
語
変
化
の
速
度
を
計
測
し
た
り
'

占
有
面
積
の
変
化
を
計
測
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
を
筆
者
は
、
「
言
語
地
図
年
代
学
」
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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